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本書に掲載した地図は、国土地理院発行の電子地形図 25000 及び数値地図（国土基本情報）

電子国土基本図(地図情報)を加工して作成した。 



 

はじめに 
 

本事業は、山梨西部広域環境組合（構成市町：韮崎市、南アルプス市、北杜市、甲斐市、中央

市、西八代郡市川三郷町、南巨摩郡早川町、身延町、南部町、富士川町及び中巨摩郡昭和町の 5 市

6 町）が中央市浅利地内に、ごみ焼却施設（処理能力：274t 日）及び粗大ごみ処理施設（同 20.3t/

日）を整備するものである。 

本事業に係る環境影響評価の経過は、下表に示すとおりであり、令和 7 年 5 月に補正評価書を

山梨県知事に送付し、縦覧を行い、令和 7 年 7 月に事業着手届を提出した。 

本事業に係る環境影響評価書（以下、「評価書」という。）に対する知事意見では、①創出環境

の構造・維持管理計画、②芝生広場の構造、③施設の形状・色彩等の 3 点について、「内容が具体

化した段階で、環境影響評価を行うこと。」とされていることから、本環境影響評価中間報告書では、

創出環境の構造及び芝生広場の構造について具体化した計画内容を示すとともに、それに基づき

環境影響評価を行い、環境保全措置の内容を明らかにした。また、新ごみ処理施設の設計の進捗

に伴い、施設の形状・色彩等について具体化した内容を示した。さらに、令和 7 年 12 月までに実

施した環境配慮事項及び環境保全措置の実施状況についても整理を行った。 

 

 

表 本事業に係る環境影響評価手続の経過 

図書の種別 手続期間 

環境影響評価方法書 縦覧期間： 令和 3 年 11月 1 日～令和 3 年 11 月 30 日 

意見書提出期限： 令和 3 年 12月 14 日 

意見概要書等の提出： 令和 3 年 12月 24 日 

公聴会開催： 令和 4 年 2月 11 日 

知事意見送付： 令和 4 年 3月 22 日 

環境影響評価準備書 縦覧期間： 令和 6 年 3月 12 日～令和 6 年 4 月 11 日 

意見書提出期限： 令和 6 年 4月 25 日 

意見概要書等の提出： 令和 6 年 5月 23 日 

公聴会開催： 令和 6 年 7月 13 日 

知事意見送付： 令和 6 年 9月 19 日 

環境影響評価評価書 知事への送付： 令和 7 年 1月 28 日 

知事意見送付： 令和 7 年 3月 28 日 

環境影響評価補正評価書 知事への送付： 令和 7 年 5月 19 日 

縦覧期間： 令和 7 年 5月 20 日～令和 7 年 6 月 20 日 

事業着手届 知事への提出： 令和 7 年 7月 17 日 

 （事業着手日 令和 7年 5 月 26 日） 
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